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Abstract

　The book “Shu” is one of the books of Qin bamboo slips purchased by the Yuelu Academy 

in December 2007, and consists of about 220 slips. We are going to make translation and 

annotation of “Shu” in the same manner as our work on “Suanshu-shu,” that is, the very first 

procedure is to decipher the letters from photographs with the following investigation of the 

results from the mathematical and historical viewpoints.

　This is the third released article based on our research and results in which we studied the 

slips with the number 84 to 119.

　『数』は、2007年12月に岳麓書院によって購入された秦簡の中で、220枚ほどの竹簡から

なる書籍簡である。我々は、我々の『算数書』研究の成果を踏まえ、写真図版より釈字を
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行い、それに数学・数学史的、歴史的な考察を加えた訳注を行う。

　本論文はその第三号であり、整理番号（八四）～（一一九）の簡について発表する。

　（八四）～（一〇二）簡は、 4 段に段組みされて書かれている。釈文・訓読・訳においては、

改行と位置をもってそれを示す。

　（八四）～（八八）簡前半は、「以X求Y（X、Yには穀物が入る）、a 母 b 實 （a、bは数字）」

の形式で、穀物換算の術が述べられている。よって （八四）～（八八）簡前半を一括して取

り扱う。 

 

（八四）以米（1）求麥（2）倍母三實（3）。
　　　　　以麥求米、三母倍實（4）。
　　　　　　以粟（5）求麥、十母九實。
　　　　　　　以麥求粟、九母十實（6）。 0971

（八五）以米求粟、三母五實。
　　　　　以粟求米、五母三實（7）。
　　　　　　以粺（8）求米、九母十實。
　　　　　　　以米求粺、十母九實（9）。 0823

（八六）以粺求粟、廿七母五十實。
　　　　　以粟求粺、五十母廿七實（10）。
　　　　　　以毀（毇）（11）求米、八母十實。
　　　　　　　以米求毀（毇）、十母八實（12）。 0853

（八七）以粺求毀（毇）、九母八實。
　　　　　以毀（毇）求粺、八母九實（13）。
　　　　　　以稻米（14）求毀（毇）粲米（15）、三母倍實。
　　　　　　　以毀（毇）[粲]米求稻米、倍母三實（16）。 0756

（八八）以粟求毀（毇）、五十母廿四實。
　　　　　　以毀（毇）求粟、廿四母五十實（17）。
　　　　　　　粟一升爲米五分升三。
　　　　　　　　米一升爲粟一升大半升（18） 0974

訓読： （八四）米を以て麦を求むるは、母を倍して実を三す。

　　　　　　　　麦を以て米を求むるは、母を三して実を倍す。
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　　　　　　　　　粟を以て麦を求むるは、母を十して実を九す。

　　　　　　　　　　麦を以て粟を求むるは、母を九して実を十す。

　　　（八五）米を以て粟を求むるは、母を三して実を五す。

　　　　　　　　粟を以て米を求むるは、母を五して実を三す。

　　　　　　　　　粺を以て米を求むるは、母を九して実を十す。

　　　　　　　　　　米を以て粺を求むるは、母を十して実を九す。

　　　（八六）粺を以て粟を求むるは、母を二十七して実を五十す。

　　　　　　　　粟を以て粺を求むるは、母を五十して実を二十七す。

　　　　　　　　　毇を以て米を求むるは、母を八して実を十す。

　　　　　　　　　　米を以て毇を求むるは、母を十して実を八す。

　　　（八七）粺を以て毇を求むるは、母を九して実を八す。

　　　　　　　　毇を以て粺を求むるは、母を八して実を九す。

　　　　　　　　　稲米を以て毇粲米を求むるは、母を三して実を倍す。

　　　　　　　　　　毇粲米を以て稲米を求むるは、母を倍して実を三す。

　　　（八八）粟を以て毇を求むるは、母を五十して実を二十四す。

　　　　　　　　毇を以て粟を求むるは、母を二十四して実を五十す。

訳：�（八四）米より麦を求めるには、母を 2 倍して実を 3 倍する。

　　　　　　　麦より米を求めるには、母を 3 倍して実を 2 倍する。

　　　　　　　　粟より麦を求めるには、母を10倍して実を 9 倍する。

　　　　　　　　　麦より粟を求めるには、母を 9 倍して実を10倍する。

　　（八五）米より粟を求めるには、母を 3 倍して実を 5 倍する。

　　　　　　　粟より米を求めるには、母を 5 倍して実を 3 倍する。

　　　　　　　　粺より米を求めるには、母を 9 倍して実を10倍する。

　　　　　　　　　米より粺米を求めるには、母を10倍して実を 9 倍する。

　　（八六）粺米より粟を求めるには、母を27倍して実を50倍する。

　　　　　　　粟より粺米を求めるには、母を 50倍して実を27倍する。

　　　　　　　　毇米より米を求めるには、母を 8 倍して実を10倍する。

　　　　　　　　　米より毇米を求めるには、母を10倍して実を 8 倍する。

　　（八七）粺米より毇米を求めるには、母を 9 倍して実を 8 倍する。

　　　　　　　毇米より粺米を求めるには、母を 8 倍して実を 9 倍する。

　　　　　　　　稲米より毇粲米を求めるには、母を 3 倍して実を 2 倍する。
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　　　　　　　　　毇粲米より稲米を求めるには、母を 2 倍して実を 3 倍する。

　　（八八）粟より毇米を求めるには、母を50倍して実を24倍する。

　　　　　　　毇米より粟を求めるには、母を24倍して実を50倍する。

注：�（1 ）「米」は脱穀した粟系統の穀物のこと。糲米に同じ。（九四）題に「䊪（糲）」字が

みえる。[2]【19】「粟為米」、[28]注（5）参照。穀物の換算系統には 3 系統ある。

表 1 参照。

　　（2 ）「麥」はむぎのこと。『算数書』『九章算術』では、麦・豆系統の穀物として「菽荅麻麥」

が合わせて挙げられるが、『数』では「菽荅麥」の換算しかみられず、「麻」がない。

　　（3 ）「實」について。『算数書』では「麥少半升爲米九分升之二。參母、再子」（【37】「粺米」）

のように「子」というが、ここでは「實」という。「 a 母 b 實」の形式がみられる

のは、『数』が初めてである。ここで「母」と「子」ではなく「母」と「實」の組

み合わせとなっているのは、換算前の穀物の量が分数のみならず、整数の場合もあ

ることを考えてのものか。「以X求Y、 a 母 b 實」とあるとき、X、Yの量をそれぞ

れ x 、 y とすると、同じ価値では x : y = a : b であり、したがって y = x × b ÷ a と

なる。Xの量 x が分数であるか否かに関わらず、 a は分母になるが、bx が分数にな

る場合にその分子と誤解されるのを防ぐ意味で「實」という表現が用いられている

のであろう。

　　（4 ）「以米求麥～三母倍實」までの内容について。米から麦へ換算する場合の計算法

及びその逆算法を示している。この内容から米と麦の体積比の換算率は 2：3 であ

るので、米 1 に対する麦の比率は 3―2 である。[2]【37】「粺毇」に「米少半升爲麥半

升。三之、二而一」「麥少半升爲米九分升之二。參母、再子」とあり、また[2]【19】

「粟為米」に「麻麥叔荅三而當米二」とあるのと同率である。これは表 1 でいう①

系統と③系統間の換算である。

　　（5 ）「粟」は粟系統の穀物で未脱穀のもの。[2]【24】「程禾」、[28]注（4）参照。

　　（6 ）「以粟求麥～九母十實」までの内容について。粟から麦へ換算する場合の計算法

及びその逆算法を示している。この内容から粟と麦の体積比の換算率は10：9であ

るので、粟 1 に対する麦の比率は 9―10である。[2]【19】「粟為米」に「（麻麥叔荅）

九而當粟十」とあるのと同率である。これは表 1 でいう①系統と③系統間の換算で

ある。

　　（7 ）「以米求粟～五母三實」までの内容について。米から粟へ換算する場合の計算法

及びその逆算法を示している。米と粟の体積比の換算率は 3：5 であるので、米 1
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に対する粟の比率は 5―3 である。[2]の【19】「粟為米」、【20】「粟求米」、【21】「米求

粟」参照。これは表 1 でいう①系統間の換算である。

　　（8 ）「粺」とは、糲米を 9 分搗きに精白した粟系統の穀物。[2]【24】「程禾」では「糳米」

とされる。[2]では「粺」と「糳米」が両方使われており、[2]【19】注（8）では、「糲米」「糳

米」が正式名称、「米」「粺米」が通称であると解説したが、『数』では（九四）簡に「糲

一升爲粺十分升九」とあり、「糲」と「粺」が共に使われている。また、『数』では、

「粺」が多く使われている。『九章算術』では 9 分搗きを「粺米」、8 分搗きを「糳米」

としており、基準が異なる。[27]参照。

　　（9 ）「以粺求米～十母九實」までの内容について。粺米から米へ換算する場合の計算

法及びその逆算法を示している。粺米と米の体積比の換算率は9：10であるので、

粺米 1 に対する米の比率は10―9 である。[2]【37】「粺毇」に「米少半升爲粺米十分

升之三。九之、十而一」「粺米四分升之一爲米十八分升之五。九母、十子」とある

のと同率である。これは表 1 でいう①系統間の換算である。

　　（1 0）「以粺求粟～五十母廿七實」までの内容について。粺米から粟へ換算する場合の

計算法及びその逆算法を示している。粺米と粟の体積比の換算率は27：50であるの

で、粺米 1 に対する粟の比率は50―27である。[2]【37】「粺毇」に「粺米四分升之一

爲粟五十四分升之廿五。廿七母、五十子」とあるのと同率である。これは表 1 でい

う①系統間の換算である。

　　（1 1）「毀（毇）」とは、糲米を 8 分搗きに精白した粟系統の穀物。『九章算術』の「糳米」

にあたる。[28]注（7）参照。「毇」字は「毀」字を源とし、これに「米」が添加さ

れてできたもの。[2]【20】「粟求米」に「 」がみえるが、これが後に「毇」となった。

　　（1 2）「以毀求米～十母八實」までの内容について。毀米から米へ換算する場合の計算

法及びその逆算法を示している。毀米と米の体積比の換算率は 8：10であるので、

毀米 1 に対する米の比率は10―8 である。[2]【37】「粺毇」に「米少半升爲毀米十五

分升之四。八之、十而一」「毀米四分升之一爲米十六分升之五。八母、十子」とあ

るのと同率である。これは表 1 でいう①系統間の換算である。毀米（糳米）から米

へ換算する計算は、『九章算術』では見られない。

　　（1 3）「以粺求毀～八母九實」までの内容について。粺米から毀米へ換算する場合の計

算法及びその逆算法を示している。粺米と毀米の体積比の換算率は 9：8 であるの

で、粺米 1 に対する毀米の比率は 8―9 である[2]【37】。「粺毇」に「粺米四分升之一

爲毀米九分升之二。九母、八子」「毀米四分升之一爲粺米丗二分升九。八母、九子」

とあるのと同率である。これは表 1 でいう①系統間の換算である。



大阪産業大学論集　人文・社会科学編　18

66

　　（1 4）「稻米」とは、[2]【24】「程禾」では稲系統の穀物で、未脱穀のものは「稲禾」

と表され、脱穀されたものは「米」と表される。ここでいう「稻米」とは「米」を

指す。

　　（1 5）「毀（毇）粲米」とは、稲系統の穀物で、米を 2―3 精米したもの。『説文解字』では

巻七上・米部の「粲」字に「稻重一䄷爲粟二十斗、爲米十斗曰毇、爲米六斗太半斗

曰粲」とあり、「粲」とする。睡虎地秦簡では「粲毀米」となっているが、『算数書』

でも『数』と同様に「毀粲米」となっているので「毀粲米」が正しいであろう。

　　（1 6）「以稻米求毀粲米～倍母三實」までの内容について。稲の米から毀粲米へ換算す

る場合の計算法及びその逆算法を示している。稲の米と毀粲米の体積比の換算率は

3：2 であるので、稲の米 1 に対する毀粲米の比率は 2―3 である。原文の四段目は「以

毀（毇）米求稻米」となっているが、「毀」の後ろに「粲」が脱落している。これは

表 1 でいう②系統間の換算である。

　　（1 7）「以粟求毀～廿四母五十實」までの内容について。粟から毀米へ換算する場合の

計算法及びその逆算法を示している。粟と毀米の体積比の換算率は50：24であるの

で、粟 1 に対する毀米の比率は24―50である。[2]【37】「粺毇」に「毀米四分升之一

為粟卌八分升之廿五。二十四母、五十子」とあるのと同率である。これは表 1 でい

う①系統間の換算である。

　　（1 8）（八四）簡から（八八）簡の前半までが「以X求Y、a 母 b 實」の形式の一群である。

後半は「X x 升為Y y 升」の形式をとり、（八九）簡以降に続いている。

　（八八）後半～（九六）前半は、「X x 升爲Y y 升」の形式で具体的な数字を挙げての換算

結果が記される。よって（八八）後半～（九六）前半の算題を一括して取り扱う。また、各

段をABCDに分け（一段目=A、二段目=B、三段目=C、四段目=D）、配列を表にした（表 2 ）。

（八八）以粟求毀（毇）、五十母廿四實。
　　　　　以毀（毇）求粟、廿四母五十實。
　　　　　　粟一升爲米五分升三。
　　　　　　　米一升爲粟一升大半升（19） 0974

（八九）米一升少半升爲粟二升九分[升]（20）二。
　　　　　米一升少半=（半）升爲粟三升十八分升一（21）

　　　　　　米一升大半=（半）（22）升爲粟三升十八分升十一。•（23）

　　　　　　　米一升大半=（半）升四分升一爲粟四（24）（25）。 1135
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（九〇）粟一升爲米五分升三。
　　　　　粟一升少半升爲米五分升四。
　　　　　　粟一升大半升爲米一升〼

　　　　　　　〼（26）粟一升少半=（半）升爲米一升十分升一（27）。 0021+0409

（九一）粟一升大半=（半）升爲米一升十分升三 。•
　　　　　粟一升少半=（半）升四分升一爲米一升四分升一（28）。 J26

（九二）粟半升爲米十分升三（29）。
　　　　　米半升爲粟少半=（半）升（30）。
　　　　　　麥少半升爲米九分升二。
　　　　　　　麥半升爲米九分[升]（31）三（32）。 0389

（九三）麥少半升爲米九分升二。
　　　　　麥半升爲米九分升三（33）。
　　　　　　米半升爲麥四分升三。
　　　　　　　米少半升爲麥半升。（34） 0647

（九四）麥一升爲米大半升（35）〼

　　　　　〼（36）米一升爲麥一升半升（37）。
　　　　　　䊪（糲）一升爲粺十分升九（38）。
　　　　　　　粺一升爲䊪（糲）一升九分升一（39）。 2021+0822

（九五）米大半升爲麥一升（40）。
　　　　　米半升爲粺廿分升九。
　　　　　　米少半升爲粺十分升三（41）。
　　　　　　　米大〼 0538

（九六）米一升爲毀（毇）十分升八（42）。
　　　　　米一升爲叔（菽）荅麥一升半升（43）（44）。
　　　　　　以粟求粺、卅〈廿〉七之、五十而成一。
　　　　　　　以粺求粟、五十之、卅〈廿〉七而成一。 0987

訓読： （八八）粟一升を米五分升の三と為す。

　　　　　　　　米一升を粟一升大半升と為す。

　　　（八九）米一升少半升を粟二升九分升の二と為す。

　　　　　　　　米一升少半半升を粟三升十八分升の一と為す。

　　　　　　　　　米一升大半半升を粟三升十八分升の十一と為す。
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　　　　　　　　　　米一升大半半升四分升の一を粟四…と為す。

　　　（九〇）粟一升を米五分升の三と為す。

　　　　　　　　粟一升少半升を米五分升の四と為す。

　　　　　　　　　粟一升大半升を米一升と為す。

　　　　　　　　　　粟一升少半半升を米一升十分升の一と為す。

　　　（九一）粟一升大半半升を米一升十分升の三と為す。

　　　　　　　　粟一升少半半升四分升の一を米一升四分升の一と為す。

　　　（九二）粟半升を米十分升の三と為す。

　　　　　　　　米半升を粟少半半升と為す。

　　　　　　　　　麦少半升を米九分升の二と為す。

　　　　　　　　　　麦半升を米九分升の三と為す。

　　　（九三）麦少半升を米九分升の二と為す。

　　　　　　　　麦半升を米九分升の三と為す。

　　　　　　　　　米半升を麦四分升の三と為す。

　　　　　　　　　　米少半升を麦半升と為す。

　　　（九四）麦一升を米大半升と為す。

　　　　　　　　米一升を麦一升半升と為す。

　　　　　　　　　糲一升を粺十分升の九と為す。

　　　　　　　　　　粺一升を糲一升九分升の一と為す。

　　　（九五）米大半升を麦一升と為す。

　　　　　　　　米半升を粺二十分升の九と為す。

　　　　　　　　　米少半升を粺十分升の三と為す。

　　　　　　　　　　米大…

　　　（九六）米一升を毇十分升の八と為す。

　　　　　　　　米一升を菽・荅・麦一升半升と為す。

訳：（八八）粟 1 升を米 3―5 升とする。

　　　　　　米 1 升を粟1 2―3 升とする。

　　（八九）米 1 升と 1―3 升は粟2 2―9 升である。

　　　　　　米 1 升と 1―3 升と 1―2 升は粟3 1―18升である。

　　　　　　　米 1 升と 2―3 升と 1―2 升は粟3 11―18升である。
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　　　　　　　　米 1 升と 2―3 升と 1―2 升と 1―4 升は粟4 1―36升である。

　　（九〇）粟 1 升は米 3―5 升である。

　　　　　　　粟 1 升と 1―3 升は米 4―5 升である。

　　　　　　　　粟 1 升と 2―3 升は米 1 升である。

　　　　　　　　　粟 1 升 1―3 と 1―2 升は米1 1―10升である。

　　（九一）粟 1 升と 2―3 升と 1―2 升は米1 3―10升である。

　　　　　　　粟 1 升と 1―3 升と 1―2 升と 1―4 升は米1 1―4 升である。

　　（九二）粟 1―2 升は米 3―10升である。

　　　　　　　米 1―2 升は粟 1―3 と 1―2 升である。

　　　　　　　　麦 1―3 升と 1―2 升は米 2―9 升である。

　　　　　　　　　麦 1―2 升は米 3―9 升である。

　　（九三）（麦） 1―3 升は米 2―9 升である。

　　　　　　　麦 1―2 升は米 3―9 升である。

　　　　　　　　米 1―2 升は麦 3―4 升である。

　　　　　　　　　米 1―3 升は麦 1―2 升である。

　　（九四）麦 1 升は米 2―3 升である。

　　　　　　　米 1 升は麦 1 升 1―2 升である。

　　　　　　　　糲米 1 升は粺米 9―10升である。

　　　　　　　　　粺米 1 升は糲米 1 1―9 升である。

　　（九五）米 2―3 升は麦 1 升である。

　　　　　　　米 1―2 升を粺米 9―20升である。

　　　　　　　　米 1―3 升は粺米 3―10升である。

　　　　　　　　　米（ 2―3 ）…。

　　（九六）米 1 升を毇米 8―10升とする。

　　　　　　　米 1 升を叔・荅・麦 1 升 1―2 升とする。

注：�（1 9）本簡の後半からは、（八四）簡から続く形式が変わり、以下（九六）前半まで具体

的な数字を挙げての換算が記される。「Xx升爲Yy升」の形式のとき、XとYの同じ
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価値での体積比が a：b であれば、計算はy=x×b÷aである。

　　（20）本来は「九分升二」とあるべきであるが、「升」の字が脱落している。

　　（2 1）ここには空白がないが、本段の記述が長かったためであろう。内容からここは

段組みされていたと判断し、二段目とする。なぜ下注（23）にあるような墨点を入

れなかったかは不明。

　　（2 2）少半升は 1―3 升であるから、少半半升は 1―3 + 1―2 = 5―6 升、また大半升は 2―3 であるから、

大半半升は 2―3 + 1―2 = 7―6 升、大半半升四分升之一は 2―3 + 1―2 + 1―4 =17―12升である。[2]【62】「合

分」に「五人分七錢少半=（半）錢」とあり、また、里耶秦簡1905に「稲一石九斗

六升少半=（半）升」とあるように、「少半半升」の表現は他の簡牘史料でもみられ

ることから、これは単に「少半と半升の和」という意味では無く、 5―6 を「少半半」、
7―6 を「大半半」という語として慣用的に用いられていたと考えられる。

　　（2 3）「•」について。下部に空白をいれる余裕がないため、墨点をいれて段落の代わ

りとした。

　　（2 4）計算は、一段目から順に（1+ 1―3 ）× 5―3 = 4―3 × 5―3 =20―9 =2 2―9 ，（1+ 1―3 + 1―2 ）× 5―3 =

　　　11―6 × 5―3 =55―18=3 1―18，（1+ 2―3 + 1―2 ）× 5―3 =13―6 × 5―3 =65―18=311―18，（1+ 2―3 + 1―2 + 1―4 ）× 5―3 =

　　　29―12× 5―3 =145―36 =4 1―36である。

　　（2 5）（八九）簡は下部が断簡になっているが最後の「粟四」の文字が左に寄せて小さ

く書かれている。これは本来あとの六字（「升丗六分升一」）をつめていれるために

左に寄せられている可能性がある。このような記述には、（一〇一）簡のように最

下部で「升」の字が左に寄せて書かれ、その下に「廿七」が小さく書かれたものが

ある。

　　（2 6）この算題は上下二簡の断簡になっているが、簡の長さや内容からみて0021簡と

0409簡の間に文字は入らない。

　　（2 7）計算は 、二段目から順に（1+ 1―3 ）× 3―5 = 4―5 ，（1+ 2―3 ）× 3―5 =1，（1+ 1―3 + 1―2 ）× 3―5 =

　　　11―6 × 3―5 =11―10=1 1―10である。

　　（2 8）計算は、順に（1+ 2―3 + 1―2 ）× 3―5 =13―6 × 3―5 =13―10=1 3―10，（1+ 1―3 + 1―2 + 1―4 ）× 3―5 =

　　　25―12× 3―5 = 5―4 =1 1―4 である。

　　（2 9）粟：米=5：3であるので、計算は 1―2 × 3―5 = 3―10である。

　　（30）計算は 1―2 × 5―3 = 5―6 = 1―3 + 1―2 であり、 5―6 を「少半半」と表している。注（22）参照。
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　　（3 1）「九分升三」とあるべきであるが、注（20）と同じく「升」の字が脱落している。

　　（3 2）（八四）簡に「以麥求米、三母倍實」とあるので、三段目の計算は 1―3 × 2―3 = 2―9 で

ある。しかし、四段目をこの方法で求めると 1―2 × 2―3 = 2―6 となり、答えの 3―9 と形が合

わ な い。 麦 少 半 升 は、 3 倍 し て 半 分 に す る と 半 升 に な る の で、 四 段 目 は
2×3÷2―9 = 3―9 のように求めたのであろう。（九三）簡にも全く同じ問題がある。

　　（3 3）（九三）簡前半は（九二）簡後半の 2 題と全く同じ問題である。前注（32）参照。

したがって、冒頭の 1 字は「麥」である。

　　（3 4）米：麦=2：3であるので、計算は、三段目から順に 1―2 × 3―2 = 3―4 ， 1―3 × 3―2 = 1―2 である。

　　（3 5）（九五）簡に、これの逆算がみられる。

　　（36）断簡であるが、簡の長さからみて間に文字はない。

　　（3 7）（八四）簡に「以米求麥、倍母三實」とあるので、米 1 升は麦 3―2 升である。したがっ

て「米一升爲麥一升」の後は「半」字である。

　　（3 8）（八五）簡の四段目に「以米求粺、十母九實」とあるので、糲米1升は粺米 9―10升

である。

　　（39）本簡三段目の逆算である。

　　（4 0）（九四）簡一段目の逆算である。

　　（4 1）米：粺=10：9であるので、二段目、三段目の計算は、順に 1―2 × 9―10= 9―20， 1―3 ×
9―10= 3―10である。

　　（42）米：毇=10：8であるので、計算は1× 8―10= 8―10である。

　　（4 3）「叔（菽）」とは大豆のこと。「荅」とは小豆のこと。[29]注（13）参照。米：菽・

荅・麦=2：3であるので、計算は1× 3―2 =1 1―2 である。したがって二段目末尾の文字

は「半升」である。

　　（4 4）以上（八八）簡後半から（九六）簡前半まで「Xx升為Yy升」の形式で書かれている。

計算を簡略にするために表として挙げたものか。（表 2 参照）

　（九六）簡後半～（一〇二）簡までは、「以X求Y、因而b之、a而成一」の形式で計算する

方法が挙げられている。よって、これらの簡を一括して取り扱う。

（九六）米一升爲毀（毇）十分升八。
　　　　　米一升爲叔（菽）荅麥一升半升。
　　　　　　以粟求粺、卅〈廿〉七之、五十而成一。
　　　　　　　以粺求粟、五十之、卅〈廿〉（45）七而成一（46）。
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（九七）以米求叔（菽）、因而三之（47）、二成一。
　　　　　以叔（菽）求米、因而倍之、三成一（48）。
　　　　　　以粺求米、因而十之、九成一。
　　　　　　　以米求粺、因而九之、十成一（49）。 0459

（九八）以米求毀（毇）、八之、十而成一。
　　　　　以毀（毇）求米、十之、八而成一（50）。
　　　　　　以粺求毀（毇）、八之、九而成一。
　　　　　　　以毀（毇）求粺、九之、八而成一（51）。 0786

（九九）以粺〈粟〉（52）求毀（毇）、廿四之、五十而成一。
　　　　　以毀（毇）求粟、五十之、廿四而成一（53）。
　　　　　　以米求粺、九之、十成一。
　　　　　　　以粺求米、十之、九成一（54）。 0787

（一〇〇）以麥求粟、因倍之、有（又）五之、九成一。
　　　　　　以粟求麥、因九之、十成一（55）。
　　　　　　　以 粺求粟、因而五[十]之（56）、有（又）直（置）三壹方、而九之、

以爲法、如法成一（57）。 1825

（一〇一）以粟求叔（菽）荅麥、九之、十而成一（58）。•（59）

　　　　　　以米求叔荅麥、三之、二成一（60）。
　　　　　　　以稻粟求叔（菽）荅麥、三之、四成一（61）。
　　　　　　　　米一升少半＝（半）升四分升一爲粟三升卅六分升廿〈十〉七（62）。
 0776

（一〇二）〼□粺（63）、因而三之、有（又）九之、〼（64）

　　　　　　〼直（置）五壹方、而□之（65）、以爲法、如法而成一。
　　　　　　　　毀（毇）米（66）一升爲粟二升有（又）十［二］分升一（67）。 1745

訓読： （九六）粟を以て粺を求むるは、之を二十七して、五十にして一と成す。

　　　　　　　　粺を以て粟を求むるは、之を五十して、二十七にして一と成す。

　　　（九七）米を以て菽を求むるは、因りて之を三して、二にして一と成す。

　　　　　　　　菽を以て米を求むるは、因りて之を倍して、三にして一と成す。

　　　　　　　　　粺を以て米を求むるは、因りて之を十して、九にして一と成す。

　　　　　　　　　　米を以て粺を求むるは、因りて之を九して、十にして一と成す。

　　　（九八）米を以て毇を求むるは、之を八して、十にして一と成す。
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　　　　　　　　毇を以て米を求むるは、之を十して、八にして一と成す。

　　　　　　　　　粺を以て毇を求むるは、之を八して、九にして一と成す。

　　　　　　　　　　毇を以て粺を求むるは、之を九して、八にして一と成す。

　　　（九九）粟を以て毇を求むるは、之を二十四して、五十にして一と成す。

　　　　　　　　毇を以て粟を求むるは、之を五十して、二十四にして一と成す。

　　　　　　　　　米を以て粺を求むるは、之を九して、十にして一と成す。

　　　　　　　　　　粺をもって米を求むるは、之を十して、九にして一と成す。

　　　（一〇〇） 麦を以て粟を求むるは、因りて之を倍して、又た之を五して、九にして

一と成す。

　　　　　　　　粟を以て麦を求むるは、因りて之を九して、十にして一と成す。

　　　　　　　　　 粺を以て粟を求むるは、因りて之を五十して、又た三を壱方に置きて

之を九し、以て法と為し、法の如くして一と成す。

　　　（一〇一）粟を以て菽・荅・麦を求むるは、之を九して、十して一と成す。

　　　　　　　　　米を以て菽・荅・麦を求むるは、之を三して、二して一と成す。

　　　　　　　　　　稲粟を以て菽・荅・麦を求むるは、之を三して、四にして一と成す。

　　　　　　　　　　　米一升少半半升四分升の一を粟三升三十六分升の十七と為す。

　　　（一〇二）〼□粺、因りて之を三して、又た之を九して…、

　　　　　　　　…五を壹方に置きて之を…す。

　　　　　　　　　以て法と為し、法の如くして一と成す。

　　　　　　　　　　毇米一升を粟二升又十二分升の一と為す。

訳：�（九六）粟より粺米を求めるには、粟を27倍して、50で割る。

　　　　　　　粺米より粟を求めるには、粺米を50倍して、27で割る。

　　（九七）米より菽を求めるには、米を 3 倍して 2 で割る。

　　　　　　　菽から米を求めるには、菽を 2 倍して 3 で割る。

　　　　　　　　粺米より米を求めるには、粺米を10倍して 9 で割る。

　　　　　　　　　米より粺米を求めるには、米を 9 倍して10で割る。

　　（九八）米より毇米を求めるには、米を 8 倍して10で割る。

　　　　　　　毇米より米を求めるには、毇米を10倍して 8 で割る。

　　　　　　　　粺米より毇米を求めるには、粺米を 8 倍して 9 で割る。

　　　　　　　　　毇米より粺米を求めるには、毇米を 9 倍して 8 で割る。

　　（九九）粟より毇米を求めるには、粟を24倍して50で割る。
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　　　　　　　毇米より粟を求めるには、毇米を50倍して24で割る。

　　　　　　　　米より粺米を求めるには、米を 9 倍して10で割る。

　　　　　　　　　粺米より米を求めるには、粺米を10倍して 9 で割る。

　　（一〇〇）麦より粟を求めるには、これを 2 倍、また 5 倍して 9 で割る。

　　　　　　　粟より麦を求めるには、これを 9 倍して10で割る。

　　　　　　　　�粺米より粟を求めるには、これを50倍し、また 3 を一方に置いてこれを

9 倍して、法として割る。

　　（一〇一）粟より菽・荅・麦を求めるには、 9 倍して10で割る。

　　　　　　　米より菽・荅・麦を求めるには、 3 倍して 2 で割る。

　　　　　　　　稲粟より菽・荅・麦を求めるには、 3 倍して 4 で割る。

　　　　　　　　　米1 1―3 と 1―2 と 1―4 升は、粟3 17―36升となる。

　　（一〇二）… 粺（を求めるには）、これを 3 倍して、 9 倍して…、 5 を一方に置いて之

を□倍して、法として割る。

　　　　　　　　毇米 1 升は、粟2 1―12升となる。

注：�（4 5）粟と粺米の換算率は50：27であるので、「卅」は「廿」の誤り。

　　（4 6）本簡後半から（一〇二）簡までは、「以X求Y、因而y之、x而成一」の形式で計

算する方法が挙げられている。

　　　 「以粟求粺～廿七而成一」までの内容について。粟から粺米へ換算する場合の計算

法及びその逆算法を示している。粟と粺米の換算率は50：27であるので、粺米の量

数を求めたい場合、粟に27を掛けて50で割る。粟の量数を求めたい場合、粺米に50

を掛けて27で割る。これは表 1 でいう①系統間の換算である。

　　（4 7）「因而」は、掛け算を導く表現。[2]【64】「径分」に「術曰、下有半、因而倍之。

下有三分、因而三之。下有四分、因而四之」とあり、また『漢書』律暦志上に「因

而六之、以九爲法、得林鐘」との表現がみられる。

　　（4 8）「以米求叔～三成一」までの内容について。米から菽への換算及びその逆算を示

している。米と菽の体積比の換算率は2：3であるので、菽の量数を求めたい場合、

米に 3 を掛けて 2 で割る。米の量数を求めたい場合、菽に 2 を掛けて 3 で割る。こ

れは表 1 でいう①系統と③系統間の換算である。

　　（4 9）「以粺求米～十成一」までの内容について。粺米から米への換算及びその逆算を

示している。粺米と米の体積比の換算率は 9 ：10であるので、米の量数を求めたい

場合、粺米に10を掛けて 9 で割る。粺米の量数を求めたい場合、米に 9 を掛けて10



75

岳麓書院蔵秦簡『数』訳注稿（3）（馬場理惠子、吉村昌之）

で割る。これは表 1 でいう①系統間の換算である。

　　（5 0）「以米求毀～八而成一」までの内容について。米から毇米への換算及びその逆算

を示している。米と毇米の体積比の換算率は10： 8 であるので、米の量数を求めた

い場合、毇米に10を掛けて 8 で割る。毇米の量数を求めたい場合、米に 8 を掛けて

10で割る。これは表 1 でいう①系統間の換算である。

　　（5 1）「以粺求毀～八而成一」までの内容について。粺米から毇米への換算法及びその

逆算法を示している。粺米と毇米の体積比の換算率は9：8であるので、毇米の量

数を求めたい場合、粺米に 8 を掛けて 9 で割る。粺米の量数を求めたい場合、毇米

に 9 を掛けて 8 で割る。これは表 1 でいう①系統間の換算である。

　　（5 2）「粺」字が書かれているが、計算から見てここは「粟」の間違いであろう。

　　（5 3）「以粺〈粟〉求毀～廿四而成一」までの内容について。粟から毇米への換算法及

びその逆算法を示している。粟と毇米の体積比の換算率は50：24であるので、毇米

の量数を求めたい場合、粟に24を掛けて50で割る。粟の量数を求めたい場合、毇米

に50を掛けて24で割る。これは表 1 でいう①系統間の換算である。

　　（5 4）「以米求粺～九成一」までの内容について。米から粺米への換算法及びその逆算

法を示している。米と粺米の体積比の換算率は10：9であるので、粺米の量数を求

めたい場合、米に 9 を掛けて10で割る。米の数量を求めたい場合、10を掛けて 9 で

割る。これは表 1 でいう①系統間の換算である。

　　（5 5）「以麥求粟～十成一」までの内容について。麦から粟への換算法及びその逆算法

を示している。[2]【19】「粟為米」には、「麻麥菽荅…九而當粟十」とあり、麦と

粟の体積比の換算率は9：10であるので、粟の量数を求めたい場合、麦に10を掛け

て 9 で割る。麦の量数を求めたい場合、粟に 9 を掛けて10で割る。これは表 1 でい

う①系統と③系統間の換算である。

　　（5 6）粟と粺米の体積比の換算率は粟：粺=50：27であるので、計算よりここの「因而

五之」は「因而五十之」と改めるべきである。

　　（5 7）粺米から粟への換算法を示している。粺米から粟への換算は（八六）簡に既に見

えている。そこでは「以粺求粟、廿七母五十實」とあり、また、[2]【37】「粺毇」

には「粺米四分升之一爲粟五十四分升之廿五。廿七母、五十子」とあるが、ここで

は「廿七」を「直（置）三壹方而九之」と表現する。[1]は、この句を「指三乗以九」

と解するが、これでは意味が解しがたい。「直三壹方而九之」とは、3 を一方（一旁）

に置き、これに 9 を掛けるということであり、「壹方」とは一旁を指しているもの

と考える。また、「壹」という字が用いられているのは、数字の「一」との混同を
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避けるためか。

　　　 　「如法成一」という書式は、[2]【62】「合分」に見える。粺米と粟の体積比の換

算率は27：50であるので、粟の量数を求めたい場合、粺米に50を掛けて3×9=27

で割る。これは表 1 でいう①系統間の換算である。

　　（5 8）粟から菽・荅・麦への換算法を示している。粟と菽・荅・麦の体積比の換算率

は10：9であるので、菽・荅・麦の量数を求めたい場合、粟に 9 を掛けて10で割る。

（八四）には「以粟求麥、十母九實」とある。これは表 1 でいう①系統から③系統

への換算である。

　　（5 9）「•」について。下部に空白をいれる余裕がないため、墨点をいれて段落の代わ

りとした。注（23）参照。

　　（6 0）米から菽・荅・麦への換算法を示している。米と菽・荅・麦の体積比の換算率は2：

3 であるので、菽・荅・麦の量数を求めたい場合、米に 3 を掛けて 2 で割る。（八四）

には「以米求麥、倍母三實」とある。これは表 1 でいう①系統と③系統間の換算で

ある。

　　（6 1）稲粟から菽・荅・麦への換算法を示している。稲粟と菽・荅・麦の体積比の換

算率は[2]【19】「粟為米」に「麥三而當稻粟四」とあるように4：3であるので、菽・

荅・麦の量数を求めたい場合、稲粟に 3 を掛けて 4 で割る。これは表 1 でいう②系

統と③系統間の換算である。

　　（6 2）本簡の四段目は、（八八）簡後半から（九六）簡前半の形式と同じく「Xx升爲Yy

升」の形式で書かれている。ここでは米から粟へ換算しており、米と粟の体積比の

換算率は3：5であるので、計算は（1+ 1―3 + 1―2 + 1―4 ）× 5―3 =125―36 =3 17―36となる。したがっ

て末尾の「廿七」は「十七」の誤りである。

　　（6 3）計算式から（一〇〇）簡の「以粺求粟、因而五[十]之、有（又）直（置）三壹方、

而九之、以爲法、如法成一」と（一〇二）簡の「〼□粺、因而三之、有（又）九之、

〼　〼直（置）五壹方、而□之、以爲法、如法而成一」は逆算式になっていると思

われる。よって（一〇二）簡冒頭の「粺」字の前には「以粟求」が入るであろう。

　　（64）[1]の図版によると、本簡はここで断裂している。

　　（6 5）ここの計算が（一〇〇）簡の逆算であるとするならば、「直（置）五壹方、而□之」

は□に「十」を補い、「直（置）五壹方、而十之」とすることができる。これに従い

計算すると、粟と粺米の体積比の換算率は50：27であるので、粺米の量数を求めた

い場合、粟に3×9=27を掛けて50で割る。これは表 1 でいう①系統間の換算である。

　　（6 6）[1]は、（九九）簡二段目の「以毀（毇）求粟，五十之，廿四而成一」により、「毀
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（毇）米一升爲粟二升有（又）十二分升一」とし、原文は「二」字を脱しているとする。

　　（6 7）本簡の三段目は、（八八）簡後半から（九六）簡前半の形式と同じく「Xx升爲Yy

升」の形式で書かれている。毇米から粟へ換算しており、毇と粟の体積比の換算率

は24：50であるので、計算は1×50―24=2 2―24=2 1―12となる。本文では「二升有（又）十

分升一」となっており、「二」を脱している。

（一〇三）黍粟廿三斗六升、重一石（68）。• 水十五斗、重一石（69）。　　䊪（糲）米廿
斗、重一石。　　麥廿一斗二升、重一石。 0780

（一〇四）粺米十九〔斗〕（70）、重一石。　　稷（毇）（71）十九斗
4

（72）四升、重一石。　　稻
粟廿七斗六升、重一石。　　稷粟廿五斗、重一石。 0981

（一〇五）稻米（73）十九斗二升、重一石。 0886

（一〇六）荅（74）十九斗、重一石。　　麻（75）廿六斗六升、重一石。　　叔（菽）（76）

廿斗五升、重一石（77）。 0852

訓読： 黍粟二十三斗六升、重さ一石。水十五斗、重さ一石。糲米二十斗、重さ一石。麦

二十一斗二升、重さ一石。

　　　�粺米十九斗、重さ一石。稷毇十九斗四升、重さ一石。稲粟二十七斗六升、重さ一石。

稷粟二十五斗、重さ一石。

　　　 稲米十九斗二升、重さ一石。荅十九斗、重さ一石。麻二十六斗六升、重さ一石。菽

二十斗五升、重さ一石。

訳：�黍粟23斗 6 升、重さ 1 石。水15斗、重さ 1 石。糲米20斗、重さ 1 石。麦21斗 2 升、重

さ 1 石。

　　�粺米19斗、重さ 1 石。稷毇19斗 4 升、重さ 1 石。稲粟27斗 6 升、重さ 1 石。稷粟25斗、

重さ 1 石。

　　稲米19斗 2 升、重さ 1 石。

　　荅（小豆）19斗、重さ 1 石。麻26斗 6 升、重さ 1 石。菽（大豆）20斗 5 升、重さ 1 石。

注：�（6 8）1 石は120斤。 1 斤は約256グラムである。秦漢期の120斤は約30.72キログラムに

なる。黍粟としては、［2］【13】「囷蓋」注（1）に、臨潼県新豊鎮出土の囷の明器で、

蓋に「黍粟囷」と書かれている例がある。重量一石の黍粟・麦・糲米・水の容積の

比は、「黍粟：麦：糲米：水=23斗 6 升：21斗 2 升：20斗：15斗」である。
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　　　 　「黍」について。［2］【24】「程禾」注（1）で、「「禾黍」は一語で、粟（あわ）類総

体を指す名称である可能性が高い」とされている。今「黍」とはこのことか。森村

謙一「古典自然物の研究―自然物、醫藥・その物的考察」（『東方學報　京都』第84册、

2009）では、「「黍」和名キビ、Panicum miliaceum L. 英名milletイネ科。（略）近緑

の野生種が多く現存するインド北方域辺りで栽培化されたといわれ、ユーラシア内

陸ほぼ全域で、非常に古くから重要な穀物であった。（略）中国で「黍」はモチキビ、

「稷」はウルチキビ」とする。「黍粟」とはこれがまだ脱穀されていないもの。

　　（6 9）水 1 斗は1.94リットルであり、15斗=29.1リットルの水は、その重量が 1 石=120

斤=30.72キログラムとほぼ合致している。原文の「水十五斗」の前に墨点があるの

は、空白を入れる余裕がないため、墨点を入れて段落の代わりとしたためであろう。

ただ、水が比重の基準概念であったことを表している可能性もある。

　　（7 0）「粺米十九」の後に「斗」字を補うべきである。後注（72）参照。

　　（7 1）「稷」は、『説文解字』七巻上に「稷、 也。五穀之長」とみえる。「稷毇」は稷

の八分搗きのものをいう。

　　（7 2）「十九斗」の「斗」に墨点が付けられているが、一段目の「粺米十九重一石」に

「斗」字が脱落しているのに気付き、校訂の段階でここに点を付けたのであろう。

　　（73）「稻米」については、注（14）参照。

　　（74）「荅」は小豆。[29]の注（13）参照。

　　（7 5）［2］【19】「粟為米」注（2）に、「麻」はアサで、穀物である。前掲の森村謙一「古

典自然物の研究―自然物、醫藥・その物的考察」には、「「麻」現在この字は、衣服

の材料としてお馴染みの植物繊維を指すが、原植物は漢名・大麻（現中名・麻）和

名アサCannabis sativa L. クワ科。（略）中国でも紀元前数百年以上前に栽培され、

雄株を「菓麻」、雌株を「苴麻」と呼び分けていた」とある。

　　（76）「叔（菽）」は大豆。[29]注13参照。

　　（7 7）（一〇三）簡から（一〇六）簡は、水やいろいろな穀物が重量 1 石となる容積を

列挙している。これは一定重量の容積を表しており、比重の逆数である。

（一〇七）〼〔稻粟〕（78）三尺二寸五分寸二（79）┗一石。麥二尺四寸、一石（80）。 0760

（一〇八）芻新（薪）積廿八尺、一石（81）。稾卅一尺、一石（82）。茅卅六尺、一石（83）。
 0834

訓読：�〔稲粟〕三尺二寸五分寸の二、一石。麦二尺四寸、一石。
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　　　芻薪の積二十八尺、一石。藁三十一尺、一石。茅三十六尺、一石。

訳：�〔稲粟の〕体積が 3 尺2 2―5 立方寸は、 1 石。麦の体積が 2 尺 4 寸は、 1 石。

　　芻薪、積28尺は、 1 石。藁31尺は、 1 石。茅36尺は、 1 石。

注：�（7 8）断簡の後に二字あるように見えるが、判別しがたい。計算によりこの二字は「稲

粟」であると考えられる。後注（80）参照。

　　�（7 9）「三尺二寸五分寸二」は、体積を底面 1 尺四方の角柱に積み上げた高さで表現し

ている。「二寸五分寸二」は底面 1 平方尺×高さ2 2―5 寸=100平方寸×2 2―5 寸=240立

方寸を表すのであって、2.4立方寸を表しているのではない。よって「三尺二寸五

分寸二」は、底面 1 平方尺×高さ3尺2 2―5 寸=100平方寸×32.4寸=3240立方寸を表す。

同様の体積表現は、『九章算術』商功章〔25〕及び後出の（一七五）～（一七八）の各

簡にも見える。

　　（8 0）「一石」の解釈には（i）重量、（ii）稲粟すなわち糲米一石に相当する穀物の体積、

の 2 つが存在するが、ここでの「一石」は後者である。

　　　 　前注（79）に示したように、「三尺二寸五分寸二」は3240立方寸であった。等価な

稲粟と麦の体積比は60：45=4：3である（表 1 参照）から、稲粟3240立方寸と等価

な麦は、3240×3÷4=2430立方寸となり、本文の麦の体積2400立方寸と概ね合致す

る。したがって本簡前半の穀物は稲粟と思われる。

　　　 　より有力な論拠が[2]【12】「旋粟」題にある。「粟二尺七寸而一石」と見えるように、

1 石の粟の体積は、底面 1 平方尺×高さ 2 尺 7 寸=100平方寸×27寸=2700立方寸で

あった。等価な粟と稲粟の体積比は50：60=5：6である（表 1 参照）ので、 1 石の

粟と等価な稲粟の体積は、2700×6÷5=3240立方寸となり、本文前半の穀物の体積

に数値の上で完全に合致する。

　　（8 1）「芻」は刈り草。[2]【51】「伝馬」注（1）参照。「新」は「薪」に通ずる。「芻」

は、（七三）簡にも「芻一石十六錢。稾一石六錢。今芻稾各一升、爲錢幾可。得曰、

五十分錢十一。述曰、芻一升百分錢十六。稾一升百分錢」とみえる。

　　（8 2）[2]【50】「伝馬」の注（1）に、「稾」は穀物の茎。『説文解字』七上に「稾、稈也」、

「稈、禾莖也」とある。

　　（83）「茅」、かや、ちがや。イネ科の多年草。『説文解字』一下に「菅也」とある。

（一〇九）〼秶一石十六斗大半斗（84）┗。稻一石（85）〼 2066
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（一一〇）〼〔秶〕甬（桶）少稻石三斗少半斗（86）〼　〼秶甬（桶）六之、五而得
一石（87）、有（又）□□〼� 0918＋0882

〼得一、以稻甬（桶）求〼 C100102

訓読：�…秶一石は十六斗大半斗。稲一石は……秶の（一）桶は稲の（一）石より少なきこと

三斗少半斗……秶の（一）桶は之を六して、五にして一石を得。又□□……一を得、

稲の（一）桶を以て…を求むるは…。

訳：�…秶 1 石は（粟では）16 2―3 斗に当る。稲 1 石は（粟20斗に当る）……秶の 1 桶は稲の

1 石より3 1―3 斗少ない……秶の 1 桶はこれを 6 倍して 5 で割ると 1 石を得る。又た□

□……一石を得る。稲の1桶を以て…を求めるには…。

注：�（8 4）［2］【24】「程禾」に「程曰、禾黍一石爲粟十六斗泰（大）半斗」とあり、本句も

これと同等の内容であろう。したがって「秶」とは「禾黍」すなわち粟のことと考

えられる。

　　　 　［31］に、「穀物を計る容積単位」の義をもつ「 」・「齎」字が、戦国後期から秦

代にかけて、「穀物」の義をも引伸していた。秦代にはこの義のための専字として、

「 」字が生成していたと思われ、これが秦代から漢初には「齊」が同音の「次」

に略されて「秶」字が生み出される。「秶」はのちに「禾」が「米」に変えられて「粢」

となったのである（『江陵鳳凰山西漢簡牘』一六七号墓出土の六〇、六二参照）。

　　（8 5）（一一〇）簡の「〔秶〕甬（桶）少稻石三斗少半斗」に基づけば、「稲一石」の後は「廿

斗」であろう。

　　（8 6）「甬」とは「桶」を指しており、容積単位としては10斗に相当する。『睡虎地秦

墓竹簡』效律に「甬（桶）正しからざること、二升以上なれば、貲一甲。二升に盈

たず一升に到るまでは、貲一盾」とあり、計量容器としての桶に誤差が 2 ％以上、

あるいは 2 ～ 1 ％あったときは、それぞれ罰を受けたことがうかがえる。

　　（8 7）「稲」は『算数書』でいう稲系統の穀物で、未脱穀のものを指す。注（14）参照。

秶すなわち粟16 2―3 斗は稲20斗に相当するのであるから、秶を稲に換算するには 6―5
倍すればよい。したがって、「得一」の後の一字は「石」であろう。

（一一一）〼稲一石爲秶一石二斗〼　〼稲百石爲秶百廿石（88）〼� C140101＋1733

（一一二）秶千石爲稻八百卅三石三斗少半斗。稻千石爲秶千二百石。 0791
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（一一三）秶萬石爲稻八千三百卅三石三斗少半斗。稻萬石爲秶萬二千石。 0938

訓読：�（稲）一石は秶一石二斗と為す。…（稲）百石は秶百二十石と為す。…

　　　秶千石は稲八百三十三石三斗少半斗と為す。稲千石は秶千二百石と為す。

　　　秶万石は稲八千三百三十三石三斗少半斗と為す。稲万石は秶万二千石と為す。

訳：�稲 1 石は秶 1 石 2 斗となる。…稲100石は秶120石となる。

　　秶1000石は稲833石3 1―3 斗となる。稲1000石は秶1200石となる。

　　秶10000石は稲8333石3 1―3 斗となる。稲10000石は秶12000石となる。

注：�（8 8）（一〇九）（一一〇）簡で述べられているように、秶 1 石は粟換算で16 2―3 斗であり、

稲 1 石は粟換算で20斗なのであるから、各々 60倍した1000斗の秶と1200斗の稲が

等価であり、これが本簡後半で述べられている内容である。これに従えば本簡は「稲

一石爲秶一石二斗・・・稲百石爲秶百廿石」のように復元される。ここで「石」

は体積10斗を表しており、したがって［1］で「秶一石二斗」を「秶一石三斗少半斗」

の誤りとするのは、誤解である。

（一一四）〼粟□……廿一分升十一、□□一石□□升廿二分升〼 0649

訓読：�…粟□……二十一分升の十一、□□一石□□升二十分升…

訳：�（略す）

（一一五）〼〔粟一石〕爲米八斗二升。問、米一石爲粟幾可（何）。曰、廿斗（89）百
廿三分斗卌爲米一石。（術）曰、求粟（90）〼 2173＋0137

（一一六）爲法。以十斗乘粟十六斗大半斗爲實。＝（實）如法得粟一斗（91）。 0650

訓読：�…粟一石は米八斗二升と為す。問う、米一石は粟と為すこと幾何ぞ。曰く、二十斗

百二十三分斗四十を米一石と為す。術に曰く、粟を求むる…

　　　 法と為す。十斗を以て粟十六斗大半斗に乗じて実と為す。実、法の如くして粟一斗

を得。
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訳：�…粟重さ 1 石が糲米 8 斗 2 升となった。問う、糲米 1 石（10斗）は粟にするとどれほ

どか。答えにいう、（粟）20 40―123斗が糲米 1 石（10斗）。

　　 術にいう、粟を求めるには、…法とする。10斗を粟16 2―3 斗に掛けて実とする。実を

法で割ると、斗を単位とする粟の量が求められる。

注：�（8 9）［1］においては、釈文で「廿斗」と「百廿三分斗」の間に断簡記号が付され、「紅

外線図版（赤外線写真）」および「放大本（別紙拡大写真）」においては簡が断裂し

ているように見える。しかし「彩色図版（カラー写真）」においては2173簡と0137

簡の両簡は接合しており、文意からも連続することがわかる。よってここには断簡

記号は入れない。

　　（9 0）［1］は、0137簡の「（術）曰」の後ろに、「求粟之法以八斗二升」と補うことが

できるとするが、ここでは「之法」は不要である。また、「以八斗二升」は計算によっ

て補っている。『数』においては、「以X求Y」という句作りが一般的であり、「求粟」

の前に「以米」が省略されていると考えられる。

　　（9 1）この算題は［2］【35】「舂粟」の内容と同じである。全文の意味は次の通り。

　　　 　本題の「粟一石」の意味は重量の 1 石の粟を表している。つまり容量にすれば
50―3 斗である。本来は容量50―3 斗の粟から10斗の糲米が取得できる。ところがこの粟

の中には「粍米」も含まれているので、 8 斗 2 升の糲米が取得できるだけである。

もしこの「粍米を含んだ粟」がいくらあれば、糲米 1 石（10斗）が取得できるか。

　　　 比例式では粟50―3 斗：糲米 8 斗 2 升=粟x斗：糲米10斗であり、計算式では、x=50―3 ×

10÷8 2―10=20 40―123斗　となる。

（一一八）〼百也。券千萬者、百中千。券萬＝（萬）者、重百中（92）。〼 0988

訓読：�…百也。千万を券する者は、百中に千。万万を券する者は、（百を）百中に重ぬ。…

訳：�…千万を（簡牘の側面に）刻む場合は、百の刻歯（ ）の中に千の刻歯（ ）

を刻む。万万、すなわち一億を刻む場合は、百の刻歯を百の刻歯の中に重ねる。…

注：�（9 2）『数』と同じく秦簡である『里耶秦簡（壱）』には、簡牘の表側に書かれてい

る数字と同じ数字を表す刻歯が簡牘の側面に刻まれているものがある。[30]参
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照。それらの刻歯については、「一」は「 」と細線で表され、「十」は

「 」で表され、「百」は「 」で表され、「千」は「 」で

表されている。これらの中に、いくつか「萬」を表わす刻歯が見える。（以下に示

す簡番号は、発掘登記号である。「　」内は簡牘表に書かれた数字）。

　　　　① 8-817簡「錢四萬九千四百六十九」

　　　　② 8-1506簡（表に数字の表記なし）

　　　　③ 8-1562簡「錢六萬」

　　　　④ 8-1809簡「錢萬八千三百六十四」

　　　　⑤ 8-1823簡「錢四萬九千四百六十九」

　　　 これらの「萬」の刻歯を見ると、百を表す刻歯「 」の底部に「一」を表

す線が加えられ、「 」となっている。この「萬」の刻歯の形から次のこと

が推測される。

　　　 1 ．「十萬」の刻歯は、百の刻歯「 」の底部に「十」の刻歯が加えられ、

「 」となっている。

　　　 2 ．「百萬」の刻歯は、百の刻歯「 」の底部にさらに「百」の刻歯が加え

られ、「 」となっている。

　 　  3 ．「千萬」の刻歯は、百の刻歯「 」の底部にさらに「千」の刻歯が加え

られ、「 」となっている。

　 　  4 ．「萬萬」、即ち一億の刻歯は、百の刻歯形「 」の底部にさらに

「百」の刻歯が 2 つ加えられている。その形状は、並列「 」と直列

「 」と二つの場合が考えられるが、刻するのに便利な方を考えると、恐

らく前者（ ）であろう。

　　　 　今、これらの推測から、『數』の0988簡を見ると、「券千萬者、百中千」は上の 3 の「千

萬」の刻歯を刻する場合の規則を、「券萬＝（萬）者、重百中」は 4 の「萬萬」を刻

する場合の規則を各々述べていることが知られる。よって、（一一八）簡がもし完

全であれば、「萬」以上の極めて大きい数字を簡牘の側面に刻する場合の規則を述

べているものであろうと推測されるのである。尚、『里耶秦簡（壱）』は里耶古城一

号井の第 5 、 6 、 8 層より出土した2500枚余りの簡牘を掲載している。今後、第 2

― 5 輯まで出版される予定であるので、後に公開される里耶秦簡中に10万以上の大

きな数字を表す刻歯が存在するとすれば、どのような形であるか注目されよう。［30］

参照。
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（一一七）券朱（銖）升┗、券兩斗┗、券斤石┗、券鈞般┗。券十朱（銖）者〼

 0836

（一一九）〼籥反十┗。券叔（菽）荅麥十斗者反十（93）。 0975

訓読：�（一一七）銖・升を券す。両・斗を券す。斤・石を券す。鈞・般を券す。十銖を券す

る者は…

　　　（一一九）籥（勺）を・・・するは、十を反にす。菽・荅・麦十斗を券する者は十を反にす。

訳：�（一一七）（刻歯において）銖・升を（同形にして）刻み、両・斗を（同形にして）刻み、鈞・

般を（同形にして）刻む。十銖を刻む場合は…

　　 （一一九）籥（勺）を・・・するには、「十」の形を逆さにする。菽・荅・麦10斗を刻む場合は、

「十」の形を逆さにする。

注：�（9 3）（一一七）簡と（一一九）簡については、類似の簡がすでに発見されている。

2006年11月に発掘された雲夢睡虎地Ｍ77号墓の初期的報告「湖北雲夢睡虎地Ｍ77発

掘簡報」（『江漢考古』2008年4期）によれば、この漢代前期の墓からは、2137枚の

簡牘が出土しているが、その中に『算術』という書名を有する216枚の書籍簡があっ

た。これは『算数書』や『数』と同種の算数関係書である。「簡報」にはその『算術』

のうち10枚がカラー図版で紹介されている。このうちの 2 簡の中に、以下のような

記述がある。

　　　（a）券十朱（銖）亦反十

　　　（b）券朱（銖）升之

　　　 睡虎地漢簡は、『算術』も含めて文帝期のものと考えられており、やはり漢初の範

疇に入るもので、秦簡『数』とさほど隔たるものではない。よって、（a）、（b）と

も（一一七）簡と（一一九）簡と同じ規定を表しているものであろう。

　　　 　この 2 簡のうち、（a）の「券十朱（銖）亦反十」は、（一一七）簡の後半「券十朱（銖）

者…」および（一一九）簡「…籥反十┗、券叔（菽）荅麥十斗者反十」と同種のもの

であろう。（一一七）簡の後半の文は、（a）から見て「券十朱（銖）者［反十］」と補

えよう。その意は、10銖の数を刻む場合には、「十」の刻歯を通常の「 」

とは反対の「 」にするということではないだろうか。

　　　 　そうすると、（一一九）簡の冒頭の「・・・籥反十」も「券」を補って「［券］籥、

反十」とすることができよう。その意は、10龠（勺）の数を刻む場合には、「十」の
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刻歯を通常の「 」とは反対の「 」にする、ということになろう。

（一一九）簡の「券叔（菽）荅麥十斗者反十」も上と同意である。菽・荅・麦などの

穀物10斗を刻む場合には、「十」の刻歯を通常の「 」とは反対の「 」

にする、ということになろう。これらはすべて「十」に関する刻歯であり、その形

状が、「 」から「 」へと形を逆転できることに基づいていると

思われる。残念ながら、『里耶秦簡（壱）』には、麦は8-257簡に「魯治麥鞠三」と

見えるのみで、また、菽・荅の穀物も登場せず、龠（勺）・銖の単位も見えないため、

この推測を確認する方がない。記して後の資料の出土を待ちたい。

　　　 　（一一七）簡の「券朱（銖）升。券兩斗。券斤石。券鈞般」と（b）の「券朱（銖）升之」

については、その意はよくわからない。しかし、想像をもって言えば、銖・両・斤・

鈞は重量単位で、升・斗・石は容量単位である。「般」もおそらく容量単位であろ

う。そうであれば、重量単位の銖と容量単位の升、重量単位の両と容量単位の斗、

重量単位の斤と容量単位の石、重量単位の鈞と容量単位の般はそれぞれ同じ刻歯の

形で刻む、という意ではないだろうか。『里耶秦簡（壱）』の刻歯簡には、重量単位

では、両と斤が見える。両は「繭六兩」（8-450簡と8-895簡）とあり、刻歯の形は、

いずれも細い線状の「一」形が 6 本刻されている。斤は「絲三斤」（8-1097簡）と

あり、刻歯の形は、太い「一」形が三本刻されている。両と斤が同じ簡に見えるの

は、8-921簡で、簡の表には「絲十八斤四兩」とあり、その刻歯の形は、「十」形の

下に、太い「一」形 8 本で「八」を表し、細い線状の「一」形 4 本で「四」を表し

ている。両と斤の『里耶秦簡（壱）』での出現回数は少ないが、これらにより、両

の刻歯が細い線状の「一」で表され、斤の刻歯が太い「一」形で表されることは疑

いない。そして、この両の刻歯の形状と斗の刻歯の形状（細い線状の「一」形で表

される）が一致し、斤の刻歯の形状と容積単位の石の刻歯の形状（太い「一」形で

表される）が一致するのである（斗と石は『里耶秦簡（壱）』の刻歯簡に頻繁に見え

る）。［30］参照。
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